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Axonal sprouting from adjacent dorsal root ganglia following cervical dorsal root avulsion in mice 

（マウス頚髄後根引き抜き損傷後における隣接後根神経節からの神経発芽） 

 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

腕神経叢損傷は外傷や出生時に発生することが多い末梢神経障害であるが、現行の治療法に限界があるため、損傷

後の病態解明が求められている。本研究では、マウス腕神経叢損傷モデルの一つである後根引き抜き損傷モデルを

用いて、損傷後の感覚-運動回路の可塑性と前肢巧緻運動機能の回復機序を明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

我々は、マウス頸髄C6/C7後根引き抜き損傷モデルを確立し、損傷部に隣接するC8後根神経節（DRG）に軸索末端ま

で標識可能なウイルスベクターを注入することで、C8 DRG由来軸索の脊髄前角に存在する運動ニューロンへの投射

を可視化する系を立ち上げることに成功した。 

確立したモデルで前肢巧緻運動を評価するSingle Pellet Reaching Testを実施したところ、損傷直後に運動機能

は一過性に低下したが、4週間後には自然回復を示した。これに伴い、C8 DRG由来の軸索の損傷髄節（C7前角外側

領域）への投射が増加することが明らかとなった。さらにこのC8 DRG由来の伸長軸索が、損傷髄節において運動ニ

ューロンとvGlut1陽性の興奮性シナプスの形成をすることを免疫組織染色にて確認した。 

最後にこのC8 DRG由来の伸長軸索が運動機能回復に寄与するのかを検証するために、損傷後の自然回復が起きた時

点でC8後根を追加で引き抜いたところ、巧緻運動の低下が再度生じた。この結果は、隣接するC8 DRGが損傷後の巧

緻運動機能回復に寄与する可能性を示唆するものである。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

以上の知見は、マウス頸髄後根引き抜き損傷モデルにおいて、損傷部に隣接するDRGが、軸索発芽とシナプス再編

成を介して運動機能回復に寄与する可能性を強く示唆するものである。本研究で同定した現象は、腕神経叢損傷後

に運動機能回復をもたらしうる神経修復機構を呈示するものであり、今後その分子メカニズムを詳細に探究するこ

とで、新規治療戦略の開発につながることが期待できる。 

 

 




